
  

 

収穫量の多いイネや卵アレルギーを減らした鶏卵、血圧が高めの方に適した機能があると

いわれている GABA を高く含むトマトなど、「ゲノム編集技術」を使った食品がもうすぐ市

場に出回ります。｢ゲノム編集｣とはどのような技術なのか、正しい情報を知り自分が納得で

きる食品選択に役立てましょう！ 

令和元年１０月２３日（水） 

 

めぐろ区民キャンパス パーシモンホール小ホール  

目黒区八雲１－１－１（裏面参照） 

１８０名（予約不要。直接会場にお越しください。）  
   

「私たちの、そして世界の食生活を支える品種改良｣ 

～従来の品種改良からゲノム編集まで～： 
  国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

          生物機能利用研究部門 上級研究員   

「ゲノム編集食品の食品衛生上の取扱い」： 
            消費者庁、厚生労働省担当官 

 第１部で講演を頂いた講師の方と意見交換・質疑応答を行います。 

進行役 公益社団法人日本消費生活アドバイザー・ 

コンサルタント・相談員協会 専門委員 
 

 

  

 

 

 

 

 

<申込・問合せ>目黒区保健所生活衛生課食品衛生指導係 直通電話：０３－５７２２－９５０７ 

                            （平日８時３０分から１７時まで） 

保育 
付き 

対象は２歳以上の未就学児で定員は６名です。保育希望の方は、めぐろ区報（１０／５

日号）掲載後の１０月７日午前８時３０分から１０月１５日午後５時まで、先着順で電

話にて申し込みを受け付けます。 

午後１時３０分～午後４時 

（午後１時開場） 

 会場 

 定員 

令和の食卓が大きくかわる！？ 

小松
こ ま つ

 晃
あきら

 氏 

事前質問 

 

第１８回 食の安全と安心を考えるシンポジウム 

蒲生
が も う

 恵美
え み

 氏 

講師との意見交換にあたり、１０月１５日までＦＡＸと E メー

ルで事前質問を受け付けます。裏面を参照に、ゲノム編集に関

する疑問点などについてご質問下さい。 

 
参加無料 

保育あり 


